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　　平成21年度（第95回）全国図書館大会、および
2009年度日本図書館情報学会研究大会の開催について
三　浦　太　郎
　2009年秋、図書館関係者の集まる大規模な大
会が本学で2つ行われた。ひとつは10月30日、
日本図書館協会（JLA）主催で開かれた「平成21
年度（第95回）全国図書館大会」であり、もうひ
とつは翌31日～11月1日に開催された「2009年
度日本図書館情報学会研究大会」である。
　全国図書館大会は例年、2日間の日程で開催
されているが、今回はJLAの準備事情により1
日開催となった。主会場の選定に際してJLA
側から働きかけがあり、本学学術・社会連携部
の飯澤文夫氏が中心となって会場提供する運び
になったと伺っている。テーマは「図書館は力：
人・本・情報・まちづくり」であり、全国約
1，100名の図書館関係者が参加した1＞。
　午前中にアカデミーホールで開会式・全体会
が開かれ、国立国会図書館館長の長尾眞氏のあ
いさつ、および、日本図書館協会理事長の塩見
昇氏の基調報告が行われ、その後、「本の街・
神保町を元気にする会」の理事・事務局長の柴
田信氏による基調講演「本一ひと一街：本屋だ
から見える街づくり」が行われた。午後にはア
カデミーコモン、リバティタワー、そして国立
国会図書館の各会場に分散し10の分科会が開
かれた。
　筆者は現在、JLA国際交流事業委員会で委員
長を務めており、この関係で今回は第10分科会
「躍進する韓国の図書館に学ぶ」の運営に携わっ
た。同分科会では、韓国図書館協会理事のユン・
ヒユン氏による講演「韓国の図書館政策の軌跡
と方向」と、国立国会図書館の白井京氏による
報告「日本と韓国：隣の国でもこんなに違う図
書館」が行われた。とくに印象的であったのは、
韓国では、国の文化学術基盤構想の中に図書館
が位置づけられ、国家戦略の中で図書館政策の
実現が進められている点である。分科会には、
図書館関係者や明治大学の学生を中心に約120
名が参加し、フロアとの質疑応答も活発に行わ
れた。
▲第10分科会の様子
　大会開催を支えたのは事務局スタッフや60
名に上るボランティアたちであり、本課程のT
Aや受講生も以下8名が手伝ってくれた。太田
亮吾さん、神田麻美さん、稲毛優気さん、渡辺
佳央里さん、青野正太さん、熊倉淳子さん、山
口美咲さん、三富清香さん（順不同）。この場
を借りて謝意を表したい。
　一方、日本図書館情報学会研究大会の開催に
あたっては、本課程の齋藤泰則先生が実行委員
長を務め、筆者が大会事務局を担当した。例年
通り2日間の開催であり、30件の研究発表が寄
せられ（当日キャンセルの1件を除く）、図書
館情報学研究者や学生を中心に約230名が参加
した2）。
　以下、開催までのスケジュールを略述する。
・2008年9月、本課程前教授の阪田蓉子先生が
　学会側から打診を受け、お引き受けする
一74一
・2009年3月、前開催校の帝塚山大学から柴田
　正美氏、中島幸子氏が来校し、引き継ぎの説
　明を受ける
・4月、文学部教授会で開催が承認される
・5月、発表教室、シンポジウム会場、および
　懇親会場を確保
・8月、研究発表申込を締め切り（31日）。その
　後、学会の研究委員会の審査・承認を受け、
　発表者を確定する
・9月、図書館関係者8名に司会を依頼する。「大
　会案内」を印刷・発送する
・10月、『発表要綱』原稿を締め切り、製本印
　刷する
　研究大会初日は、はじめに文学部長の林義勝
氏と日本図書館情報学会会長の根本彰氏からあ
いさつがあり、その後3部会に分かれて研究発
表が行われた。近年の図書館展開を批判的に振
り返りながら、今後のあり方を模索する研究や、
実証的調査に基づくサービス実態に対する評価、
また、図書館存続の基盤を改めて問い直す歴史
的考察など、近年の研究動向を受けたテーマが
集まった。発表終了後はリバティタワー23階
岸本辰雄記念ホールにて懇親会が開かれ、約
100名が参加した。情報交換や交流の場として
有意義な機会となった。
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▲リバティホール前受付の様子
サービスの将来像：情報提供機関のこれからの
役割と課題」が行われた。三重大学准教授の小
山憲司氏のコーディネートのもとで、大山敬三
氏（国立情報学研究所）、松林麻実子氏（筑波
大学）、長谷川豊祐氏（鶴見大学図書館）の3名
のパネリストから情報検索の最新動向が報告さ
れた。
　また、大会期間中は企業展示も行われ、6社
（樹村房、勉誠出版、内田洋行、紀伊國屋書店、
カルチャージャパン、日外アソシエーツ）の協
力をいただいた（順不同）。大会運営としては、
おかげさまで、総じて大きな問題もなく全日程
を終えることができた。
　運営にあたっては、会場設営、受付、マイク
係など以下22名のアルバイトが支えてくれた。
福永路子さん、太田亮吾さん、佐野智美さん、
神田麻美さん、青野正太さん、山上朋宏さん、
石井弦矢さん、畝村由紗さん、叶賀佳織里さん、
高田良美さん、山下恵理さん、東実茉奈さん、
北井くみ子さん、須永閑さん、小西絢子さん、
中村暢子さん、松田靖子さん、宮田百枝さん、
木下圭子さん、佐藤あかねさん、富田千晶さん、
笹本美紀さん（順不同）。夏期司書講習の受講生
15名が含まれる。この場を借りて、ひと言お礼
を申し上げたい。
1）全国図書館大会の概要については、『図書館雑誌」
vo1．104，　no．1，　2010，　P．14－28．
2）日本図書館情報学会研究大会の概要については、
『日本図書館情報学会誌』　vol．55，　no．4，2009，　p．270
－281．
　2日目は、午前中に2部会に分かれて研究発
表が行われたあと、午後にはリバティホールに
て臨時総会、学会賞・学会奨励賞の授与式が行
われ、引き続き、公開シンポジウム「情報検索
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